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 イ 生存率 
 

ａ 特殊鶏交雑（表９・図７参照） 
 

 特殊鶏交雑の①～③において、「①ＵＫ×ＹＡ」は、29 週齢から 56 週齢にかけて

消化器病による 4 羽のへい死、62 週齢で削そうによる 1 羽の淘汰により、検定終了時

の 64 週齢（454 日齢）までの生存率は 90.0％であった。 
 

「②ＹＡ×ＸＳ」は、32 週齢までに生殖器病により 1 羽へい死し、生存率は 98.7

％であった。 
 

 「③ＸＳ×ＬＡ」は、期間中のへい死･淘汰はなく、生存率は 100％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表９・図７）特殊鶏交雑の生存率の推移 



- 16 - 

 

ｂ 大型鶏交雑（表 10・図８参照） 
 

 大型鶏交雑の「④ＹＤ×ＹＡ」においては、検定終了時の 40 週齢（286 日齢）まで

の期間中のへい死･淘汰はなく、生存率は 100％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（表 10・図８）大型鶏交雑の生存率の推移 


